
一般会計 消防費 予算説明資料 

 

（  消  防  本  部  ）  

 

資     料     名 担当課 頁 

消防団員活動衣等更新事業について 
小田原消防署 

消防課 

１ 

消防団第18分団１・２・４班待機宿舎整備事業につい

て 
２ 
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消防団員活動衣等更新事業について 

 

１ 目 的 

近年、災害が多様化しているため、消防団員の夜間活動時等の視認性及び

注目度を高め、安全確保を図る上で重要な活動衣を更新する。 

 

２ 事業概要 

現在の活動衣は平成 19 年度に更新し、その後、平成 26 年２月に「消防団

員服制基準」が改正され活動衣の仕様が変更された。本市消防団は、優先度

の高い他の装備品から順次整備を進めており、新基準への変更が未対応であ

ったことから、旧基準の活動衣を更新する。 

 

３ 予算額  

需用費 30,855 千円 

   

４ 更新内容 

  活動衣一式（活動衣上下、ワッペン、アポロキャップ、ベルト）752 着 

 

５ 財 源 

 市町村地域防災力強化事業費補助金（県 1/2） 
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消防団第 18 分団１・２・４班待機宿舎整備事業について 

 

１ 事業概要  

消防団第 18 分団１・２・４班の待機宿舎について、１・２班及び４班の

待機宿舎を統合し、国府津出張所跡地に建設する。 

 

２ 予算額  

27,850 千円（令和７年度分） 

内訳 

  環境影響調査（事前）委託料 

  監理業務委託料（継続費総額   4,260 千円） 

工事請負費（継続費総額 130,988 千円） 

 

＜継続費の内訳＞            （単位：千円） 

年度 年割額 
財源内訳 

市債 一般財源 

７ 21,600 21,600 0 

８ 113,648 106,500 7,148 

【合計】 135,248 128,100 7,148 

 

３ 施設概要 

(1) 建 設 地 小田原市国府津 2493 

(2) 構  造 鉄骨造 ２階 延床面積約 200 ㎡ 

(3) 諸室構成 車庫、待機室、トイレ（男女）、更衣室（男女）、器具庫等 

                                    

４ 事業スケジュール（予定） 

令和７年度 令和８年度 

・設計業務委託（令和６年度繰

越事業）  

・環境影響調査（事前）  

・建築工事  

・建築工事  

・環境影響調査（事後）  

・竣工（開所）  
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５ 位置図 

 

N 
←現在地（４班） 

親木橋交差点→ 

巡礼街道 

←現在地（１・２班） 

建設地（国府津出張所跡地） 



一般会計  教育費  予算説明資料  

 

（  教  育  部  ） 

 

資     料     名 担当課 頁 

ステップアップ調査について 

教育指導課 

１ 

ＩＣＴ学習用端末等借上料について ２ 

主権者教育推進事業について ３ 

学校給食事業について 保健給食課 ４ 

新しい学校づくり推進基本計画策定支援について 

教育総務課 

５ 

小学校水泳授業実施について ６ 

ＳＴＥＡＭ教育導入支援について 教育指導課 ７ 

令和７年度(2025年度) 児童・生徒数等見込 

教育総務課 

８ 

小中学校児童・生徒数推移 ９ 
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ステップアップ調査について 

 

１ 目 的 

  一人ひとりの学力等を伸ばすため、学力の「伸び」を経年で測定し、そのデータ

をエビデンスとして、授業改善及び個に応じたきめ細かい指導に生かしていく。 

 

２ 事業概要 

(1) 調査方法 

  対象：市立小学４年生～中学２年生の全児童生徒 

教科：国語、算数・数学及び質問紙 

実施時期：令和７年４月～５月（指定期間内で各校が実施日を決定） 

実施方法：ＣＢＴ方式（学習用端末を使用したオンラインテスト） 

(2) 調査の特長 

ア  児童生徒一人ひとりの学力等の「伸び」を経年で把握できる。 

イ  学力の伸びに大きく関係する「非認知能力」「学習方法の習得」「主体的・対  

話的で深い学びの実施」「学級学年経営」を把握できる。 

(3) 調査結果の活用方法 

分析システムを使用し、学年学級別や個々の児童生徒のデータを抽出・整理し

た調査結果を学校へ提供することで、より具体的な指導・授業改善につなげる。 
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ＩＣＴ学習用端末等借上料について 

 

１ 目 的 

現在、市立小中学校の児童生徒及び教員が使用しているＩＣＴ学習用端末等は、

令和２年度に導入し、令和３年度から本格活用を開始した。端末等の賃貸借契約が

令和７年度で満了となるため更新する。 
 

２ 事業概要 

  更新する端末台数が多く、調達に相当の期間を要すことから、令和７年度中に契

約の締結が必要となるため、債務負担行為を設定する。 

  なお、国補助金を活用するため、補助要件となる神奈川県の共同調達による対応

とする。 

項目 数量 備考 

学習用端末（児童生徒・教員用） 15,000台 児童生徒・教員分等 

フィルタリングソフト 12,000台 ５年間使用料 
 
３ 予算額   

使用料及び賃貸借料（令和７年度債務負担行為設定） 

   令和７年度            （０千円） 

  令和８年度         49,830千円 

    令和９年度～令和 12年度  85,423千円 

  令和 13年度        35,593千円 

  合計           427,115千円 
 
 

４ 財 源 

  公立学校情報機器整備事業費補助金（国２/３） 

 

５ スケジュール 

令和７年９月 リース契約締結 

  令和７年 10月～令和８年７月 学習用端末導入準備 

令和８年９月 運用開始 
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主権者教育推進事業について 

 

１ 目 的 

  国や社会の問題を自分の問題としてとらえ、自ら考え、自ら判断し、自ら行動す

ることでその発展に寄与できる主権者として求められる力を育成する教育を行う。 

 

２ 概 要 

  政治や地域の課題を自分事と意識づけ参画する意識と知識を身に付けるため、

「小学生議会」「中学生議会」を開催し、実際に税金の使途について議論する。 

  令和７年度は、中学生を対象に「子ども議会実行委員会」を立ち上げ、令和８年

度以降に実施する子ども議会に向けた準備を行うとともに、中学１年生を対象に、

講師を招いて市政の学習を行う。 

 

３ 内 容 

(1) 子ども議会の運営方法の検討（令和７年度） 

子ども議会実行委員会にて、子ども議会の在り方を検討する。 

 (2) 小中学校における市政の学習 

  ア 令和７年度    各校において講師を招いて市政について学習（中１） 

              議場見学会の実施（小６、議会報告会） 

  イ 令和８年度以降  各校において講師を招いて市政について学習（中１、小５） 

             議場見学会の実施（小６、議会報告会） 

 (3) 子ども議会の実施 

  ア 令和８年度      中学生議会（中２） 

  イ 令和９年度以降  小学生議会（小６）、中学生議会（中２） 

 

４ 予算額 

  1,042千円 
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学校給食事業について 
 

１ 目的・事業概要 

学校給食法により学校給食材料費は保護者負担が原則であるが、児童生徒の心

身の健全な発達のため、安全・安心で栄養バランスや量を保った給食を安定的に

提供するとともに、保護者の負担を軽減するため、令和７年度（2025 年度）も  

物価高騰分の補てんを行い、学校給食費を据え置く。 

また、現在、主菜及び加熱調理した副菜２品による３品献立を月１回提供して

いるが、令和７年度は、デザート等も取り入れ、３品献立の提供回数を月２回に

増やすとともに、地場産物を給食で提供する日を拡大することで、献立全体の充

実を図る。 

 

２ 物価高騰分保護者負担軽減額 

学校給食材料費１食単価 

 

保護者負担

相当額 

令和６年度 令和７年度 

令和６年度

１食単価 

保護者負担に対す

る市費補てん額 

（１食単価差額／

年間差額） 

令和７年度

１食単価 

保護者負担に対す

る市費補てん額 

（１食単価差額／

年間差額） 

小学校 

（25 校） 
257 円 294 円 

37 円 ／ 

6,808 円 
321 円 

64 円 ／ 

11,776 円 

中学校 

（11 校） 
307 円 364 円 

57 円 ／ 

10,203 円 
396 円 

89 円 ／ 

15,931 円 

幼稚園

（１園） 
230 円 258 円 

28 円／ 

4,732 円 
284 円 

 54 円 ／   

9,126 円 

 

３ 予算額 

(1) 物価高騰分保護者負担軽減事業費  賄材料費 166,267 千円 

(2) 献立充実事業費          賄材料費  12,011 千円 

(3) 地場産物活用推進事業費      賄材料費   7,000 千円 

 

４ 財 源 

  物価高騰対策重点支援地方創生臨時交付金（国）   
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新しい学校づくり推進基本計画策定支援について 

１ 事業概要 

令和５年（2023年）12月に策定した「新しい学校づくり推進基本方針」に基づき、

検討委員会で検討・策定を進めている「新しい学校づくり推進基本計画」について

は、令和７年度（2025年度）中の策定に向けて、地域の学校配置案の検討等を進め

る。 

これらの検討・策定作業を円滑に進めるため、基本計画策定に係る支援を委託す

る。 

２ 業務内容 

ア 基本計画の策定支援 

イ 検討委員会の運営支援 

ウ 地域の学校配置案とそれに係る各種データ作成・分析 

３ スケジュール 

令和７年 11月    基本計画（素案）を厚生文教常任委員会に報告 

12月～  パブリックコメント 

令和８年 ２月   基本計画（答申案）を厚生文教常任委委員会に報告 

令和５  ３月 検討委員会から答申 

令和５年(2023年)12月  
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小学校水泳授業実施について 

１ 経緯・趣旨 

 新しい学校づくり推進事業の一環として、令和４年度（2022年度）から民間スイ

ミングスクールを活用した水泳授業を試験的に導入し、令和６年度（2024年度）は

民間スイミングスクールにおいて３校（桜井小・曽我小・報徳小）、三の丸小学校の

屋内プールにおいて３校（三の丸小・新玉小・片浦小）が授業を行い、水泳授業及

び学校プールのあり方検討を進めている。 

令和７年度（2025年度）は、対象校を各１校（下曽我小・大窪小）増やすととも

に、２校合同実施を試行する等、効果検証と検討を進める。 

２ 事業概要 

(1) 民間スイミングスクールでの水泳授業 

対象校 実施体制 指導体制 実施回数 移動手段 

桜井小 ７グループ（各学年＋支援級） 指導員５～７名 

 

各グループ 

４回 

バス 

下曽我小※ 

曽我小 

３グループ（２学年×３） 

２校合同で実施 

報徳小 ７グループ（各学年＋支援級） 

(2) 三の丸小学校での水泳授業（コーチ派遣等） 

対象校 実施体制 指導体制 実施回数 移動手段 

三の丸小 ７グループ（各学年＋支援級） 指導員３～４名 

＋教職員 

各グループ 

４回 

 

新玉小 ３グループ（２学年×３） バス 

大窪小※ ３グループ（２学年×３） 

片浦小 ２グループ（３学年×２） 

※：令和７年度新規 

３ スケジュール 

  令和７年３月まで 学校・事業者と詳細協議 

      ５月以降 水泳授業開始 
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ＳＴＥＡＭ教育導入支援について 

 

１ 目 的 

  小田原をフィールドとした探究的・創造的な学びを通して、生徒が地域の多様な

他者とかかわり、より良い社会を実現しようとする資質・能力（＝社会力）を育成

する。 

 

２ 事業概要 

令和８年度から、全市立中学校で学校の教職員により小田原版ＳＴＥＡＭ教育

が完全実施できるよう、令和７年度は導入が完了していない中学校（６校）を対

象に、導入支援業務を実施する。 

探究的な学びの技術を効果的に習得し、かつ授業へ導入するため、専門的な研

修や地元企業や地域人材とのコーディネート及び打ち合わせ、生徒のアウトプッ

トの場の創出など十分な授業導入の支援を行う。 

 

３ 実施計画 

令和５年度 共同研究で考えた実践案の実施。また、モデル校１校

（城山中）で専門事業者による授業導入支援を受け、

小田原版ＳＴＥＡＭ教育を実施 

令和６年度 市内中学校４校（白山中、城南中、国府津中、橘中）

を対象に授業導入支援を実施（城山中は授業プログ

ラム提案のみ） 

全中学校を対象に職員研修を実施 

令和７年度 導入完了していない中学校６校（白鴎中、鴨宮中、千

代中、酒匂中、泉中、城北中）を対象に授業導入支援

を実施 

令和８年度以降 授業導入支援を行わず、全中学校で小田原版STEAM教

育を実施 

 







一般会計  教育費  予算説明資料  

 

（  文  化  部  ） 

 

資     料     名 担当課 頁 

小田原城天守調査事業について 

文化財課 

１ 

三の丸外郭新堀土塁復旧実施設計について ２ 

大堀切西堀復旧実施設計について ４ 

史跡小田原城跡用地取得事業（城内）について ６ 

史跡石垣山保全対策事業について ８ 

無形民俗文化財「相模人形芝居」総合調査事業について 10 

松永安左ヱ門生誕150周年記念事業について 生涯学習課 11 

小田原アリーナエレベーター更新事業費について 

スポーツ課 

13 

学校運動場照明ＬＥＤ化委託料について 15 
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小田原城天守調査事業について 

 

１ 目 的 

  将来的な小田原城天守閣の整備に備えるため、調査研究を進める。 

 

２ 事業概要 

  木造での整備も視野に入れ、江戸時代の天守の姿について調査研究を進

めるため、天守模型の調査結果と小田原城三重天守引図との比較検証を行

う。 

 

３ 調査項目 

天守模型３基と小田原城三重天守引図（1/20）との比較検証 

 

 

 

 

 

 

 

 

             小田原城三重   

天守引図（1/20） 
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三の丸外郭新堀土塁復旧実施設計について 

 

１ 目 的 

  令和６年台風第 10 号による大雨の影響で崩落した史跡小田原城跡三の丸

外郭新堀土塁の斜面について、史跡の保護を図る。 

 

２ 事業概要 

 崩落した斜面の復旧工事に向けた地質調査及び実施設計を行う。 

 

３ 財 源 

  国宝重要文化財等保存・活用事業費補助金（国 1/2） 

指定文化財保存修理等補助金（県 1/6） 

市債 

 

４ 位置図  

 

当該地 
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５ スケジュール 

  令和７年度 実施設計 

  令和８年度 復旧工事 
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大堀切西堀復旧実施設計について 

 

１ 目 的 

  令和４年台風第 14 号による大雨の影響で崩落した史跡小田原城跡大堀切

西堀の斜面について、史跡の保護を図る。 

 

２ 事業概要 

崩落した斜面の復旧工事に向けた地質調査及び実施設計を行う。 

 

３ 財 源 

  国宝重要文化財等保存・活用事業費補助金（国 1/2） 

指定文化財保存修理等補助金（県 1/6） 

市債 

 

４ 位置図   

 

当該地 

城山陸上競技場 
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５ スケジュール 

  令和７年度 実施設計 

  令和８年度 復旧工事  
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史跡小田原城跡用地取得事業（城内）について 

 

１ 目的・事業概要 

史跡小田原城跡用地取得事業は、令和３年（2021 年）３月に策定した「史

跡小田原城跡保存活用計画」において、土地所有者からの申し出があった場

合には、早急に買取り等を行う方針を定めて、順次公有地化を進めている。 

当該地は、小田原城址公園北東側の住宅地である城内地区に位置し、所有

者より公有地化の申出があったため、史跡を保存し活用するため、買上げる。 

 

２ 対 象 

（内容） 

(1)地 番：城内 54 番 14 

(2)地 目：事務所・倉庫（テナントビル） 

(3)面 積：（登記・実測面積）197.09 ㎡ 

 

３ 財 源 

  国宝重要文化財等保存・活用事業費補助金（国 8/10） 

指定文化財保存修理等補助金（県 1/10） 

市債 

  



（文化財課 予算書 195 頁） 
 

7 

４ 位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

当該地 

小田原城址公園 



（文化財課 予算書 195 頁） 
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史跡石垣山保全対策事業について 

 

１ 目 的 

史跡石垣山（石垣山一夜城）は、近年石垣の危険な箇所が目立ってきてい

る。令和５年４月に南曲輪石垣において落石が発生したため、令和６年度に

行った実施設計に基づき、危険個所の保全を図る。 

 

２ 工事概要 

  史跡石垣山南曲輪の西側石垣に保全対策工事を実施する。 

工法は、ワイヤーネット被覆工法により支持させる手法を予定している。 

 

３ 財 源 

  国宝重要文化財等保存・活用事業費補助金（国 1/2） 

  指定文化財保存修理等補助金（県 1/6） 

  市債 

  



（文化財課 予算書 195 頁） 
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４ 位置図及び工事個所写真 

 

 

位 置 図 対策工事個所写真 

工事個所 



（文化財課 予算書 197 頁） 
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無形民俗文化財「相模人形芝居」総合調査事業について 

 

１ 目 的 

  相模地方に伝承される無形民俗文化財「相模人形芝居」を後世に確実に

継承する。 

 

２ 事業概要 

専門家を中心に調査委員会を組織し、保護団体である下中座（小田原

市）、前鳥座（平塚市）、長谷座・林座（厚木市）、足柄座（南足柄市）

の五座が継承する操法、人形・道具類等について、平塚市を事務局として

関係４市が協力し、総合的な調査・研究を行う。 

 

３ 負担金 

国の国宝重要文化財等保存・活用事業費補助金、県の指定文化財保存修

理等補助金を除いた金額を４市（平塚、厚木、南足柄、小田原）で４等分

し、平塚以外の３市が平塚市に支払う。 

 

４ スケジュール 

令和７・８年度  

調査方針・方法の精査、道具類の調査（聞取り調査、現地調査等）、記

録保存 

令和９年度  

補足調査、調査報告書作成・刊行 

 

 



（生涯学習課 予算書 199 頁） 
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松永安左ヱ門生誕 150 周年記念事業について 

 

１ 目 的 

令和７年（2025 年）に生誕 150 年を迎える、松永安左ヱ門（耳庵）翁の生

涯と功績を紹介し、近代小田原三茶人の一人である翁を顕彰する。 

 

２ 事業概要 

 以下の記念事業を行う。 

(1) 企画展の開催 

翁の数寄茶人としての生涯と功績を振り返りながら、令和５～６年度に

かけて寄贈を受けた、西伊豆・堂ヶ島に所在した別荘、一日庵の建築材や

建具等の新収資料を中心に展示する。 

(2) パンフレット制作 

   企画展の展示内容のパンフレットを作成し、実費販売する。 

(3) 講演会の開催 

ア （仮）「幻の庵、西伊豆堂ヶ島・一日庵」 

耳庵に造詣が深い建築研究家と一日庵資料寄贈者による対談 

イ （仮）「おじいちゃん、素顔の松永安左ヱ門」 

ご親族もしくは在りし日の耳庵を知る近隣の関係者等による講演会 

ウ （仮）「耳庵、生誕 150 年に寄せて」 

福岡市美術館学芸員による講演会 

(4) 長崎県壱岐市（生誕地）と埼玉県新座市（菩提寺の所在地）との連携事 

  業 

  ア 講演会（壱岐市の主催で R7.10.4 に開催予定。参加：新座市、本市） 

    本市学芸員が、講演する予定（出張旅費は、壱岐市が負担）。 



（生涯学習課 予算書 199 頁） 
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  イ 本市所蔵資料の貸出（壱岐市主催） 

長崎県壱岐市松永安左エ門記念館で開催される企画展に、本市所蔵資

料の貸出を行う。 

 

３ 予算額 

   999 千円 

 内訳  報償費 160 千円 講演会謝礼等 

需用費 161 千円 消耗品費等 

委託料 678 千円 チラシ、パンフレット、パネル等制作 

       

４ スケジュール 

４

月 

５

月 

６

月 

７

月 

８

月 

９

月 

10 

月 

11 

月 

12 

月 

１

月 

２

月 

３

月 

            

            

 

 

●講演会（ウ）
展示会開催 

●講演会（イ）
●講演会（ア） ● 壱 岐 市 講 演



（スポーツ課 予算書 203 頁） 
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小田原アリーナ２階平面図（拡大図）  

小田原アリーナエレベーター更新事業費について 

 

１ 目的・事業概要 

小田原アリーナで現在使用している油圧式エレベーターの部品供給が終

了するため、既設の油圧式エレベーターを撤去し、機械室が不要なロープ

式のエレベーターに更新する。（１台） 

 令和７～10 年度継続費設定。 

令和７年度 14,784 千円 

令和８年度 ０円 

令和９年度 ０円 

令和 10 年度 22,176 千円 

総額 36,960 千円 

 

２ 位置図  

   

  

    

   

   

 

 

 

 

  

    

エレベーター 



（スポーツ課 予算書 203 頁） 
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３ スケジュール 

 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

R７年度

R８年度

R９年度

R10年度

設計 入札等

資材調達

工場での 製作作業 アリーナでの作業
検査

業者決定

完了

資材調達

資材調達

資材調達



（スポーツ課 予算書 203 頁） 
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学校運動場照明ＬＥＤ化委託料について 

 

１ 目的・事業概要 

豊川小学校及び酒匂中学校の運動場に設置されている照明灯は、メーカー

が製造を終了する予定であるメタルハライドランプもしくはメーカーが製

造を終了している水銀灯を使用しており、早期に更新する必要があるため、

当該照明をＬＥＤ化し、省エネルギー化を図る。 

 (1) 既設照明器具撤去及び処分 

 (2) 新規ＬＥＤ照明設置 

 (3) 試験調整 

 

２ 財 源 

  地域脱炭素移行・再エネ推進交付金（国 1/2） 

 

３ 位置図 

  【豊川小学校】           【酒匂中学校】 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

照明設置箇所 



（スポーツ課 予算書 203 頁） 
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４ スケジュール 

対象 
４
月 

５
月 

６
月 

７
月 

８
月 

９
月 

10

月 

11

月 

12

月 

１
月 

２
月 

豊川小            

酒匂中            

 

 

 

 

 

入札等 

資材 調達 LED 設置 

業
者
決
定 

完
成 

資材 調達 完
成 

LED 設置 



競輪事業特別会計  予算説明資料  

 

（  公営事業部  ） 

 

資     料     名 担当課 頁 

入場者数・車券発売金・一般会計繰出金の推移 事業課 １ 

 



（事業課　予算書　227頁）

入場者数・車券発売金・一般会計繰出金の推移

年度

平成 27 102,063 11,717,578 100,000

28 92,030 14,993,261 100,000

29 81,763 10,845,409 80,000

30 76,677 11,094,631 50,000

元 63,918 12,430,415 50,000

令和 ２ 37,729 12,809,885 50,000

３ 31,804 17,482,153 100,000

4 39,980 24,198,520 100,000

5 37,956 32,256,791 150,000

6(見込） 30,997 26,200,000 150,000

29,000

※車券発売金は千円未満切捨て

開設時(昭和24年度)から令和6年度末(見込)までの繰出金合計 88,817,809 千円

入場者数
　　　　　（人）

車券発売金
　　　　　　（千円）

一般会計繰出金
　　　　　　（千円）

7(予算） 29,300,000 250,000
（有料入場者数）

 1



小田原城天守閣事業特別会計    

予算説明資料  

 

（  経 済 部  ） 

 

資     料     名 担当課 頁 

小田原城天守閣・歴史見聞館・常盤木門 入場者・入場

料実績 小田原城 

総合管理事務所 

１ 

歴史見聞館管理事業（ＬＥＤディスプレイ借上料）につ

いて 
２ 

 

 



単位：人

区分

月 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

4月 44,034 50,996 63,241 7,704 8,556 9,604 12,456 15,209 16,576

5月 47,722 55,118 59,600 8,181 8,015 7,235 14,299 19,184 16,734

6月 35,521 39,713 46,698 5,138 5,641 6,543 9,845 11,760 13,491

7月 30,338 38,119 36,862 6,486 8,318 7,864 9,101 12,167 12,305

8月 50,464 53,048 47,839 13,280 14,181 12,126 15,639 16,374 14,471

9月 35,114 41,050 40,426 6,938 6,793 7,060 9,758 10,999 11,768

10月 50,994 56,245 51,827 8,633 8,438 7,736 13,136 14,000 14,364

11月 48,296 57,847 55,074 7,718 8,531 7,853 12,257 14,965 13,623

12月 37,862 43,116 40,674 7,261 7,348 7,274 10,264 11,846 10,909

1月 40,186 42,124 7,598 7,349 11,167 10,680

2月 41,043 46,422 6,860 7,054 11,405 12,067

3月 62,627 65,687 10,282 10,923 16,607 17,667

12月末 12月末 12月末

524,201 589,485 442,241 96,079 101,147 73,295 145,934 166,918 124,241

１日平均
(各年度12月末時

点)

1,393 1,594 1,632 260 278 271 391 463 460

対前年比 161.6% 114.4% 102.4% 106.7% 106.7% 97.7% 159.0% 118.5% 99.3%

入場料 12月末 12月末 12月末
（千円）

千円未満四捨五入

※ 本表については、令和６年12月末時点の状況である。

（小田原城総合管理事務所　予算書　247頁）　

天守閣 歴史見聞館 常盤木門

小田原城天守閣・歴史見聞館・常盤木門 入場者・入場料実績

20,096 23,582
183,808 13,670 17,801

合計

213,848 244,183 17,787 18,714

 1



（小田原城総合管理事務所 予算書 249頁） 

 

2 

歴史見聞館管理事業（ＬＥＤディスプレイ借上料）について  

 

１ 概要 

小田原城天守閣及び歴史見聞館の映像コンテンツとして使用している全

５台のプロジェクターが、令和７年度以降順次製品寿命（20,000 時間・５年

程度）を迎えるため、５年リースにより順次更新を行う。 

更新に当たっては、プロジェクターではなく、メンテナンスが容易で製品

寿命が長く費用対効果のあるＬＥＤディスプレイを導入することとし、令和

７年度は、歴史見聞館戦国シアターのプロジェクターを更新する。 

 

２ 更新計画（更新台数：所有する全５台） 

年度 更新場所 

令和７年度 歴史見聞館戦国シアター 

令和８年度 天守閣１階シアター  

令和９年度 天守閣２階シアター（下打ち機） 

令和 10 年度 天守閣２階シアター（壁打ち機） 

令和 11 年度 歴史見聞館（ＮＩＮＪＡ館）実践ゾーン ※ 

※センサー付きのため、引き続きプロジェクターの更新を行う。 

 

３ 参考 プロジェクターとＬＥＤディスプレイの比較 

 プロジェクター ＬＥＤディスプレイ 

製品寿命 約 20,000 時間 約 100,000 時間 

メンテナ

ンス 

メーカーへの搬入を要し、復

旧に時間がかかり、かつ高価 

部品交換が容易であり、迅速

かつ安価 



国民健康保険事業特別会計 予算説明資料  

 

（  福祉健康部  ） 

 

資     料     名 担当課 頁 

国民健康保険事業特別会計 被保険者数等の状況 保 険 課 １ 

 

 



（保険課　予算書 ― 頁）

37,900人 △3.07% 35,100人 △7.39% 35,305人 △4.73% 34,100人 △2.85%

12,100人 △3.20% 11,600人 △4.13% 11,911人 △1.08% 11,500人 △0.86%

25,500世帯 △1.54% 24,000世帯 △5.88% 25,089世帯 △0.97% 23,800世帯 △0.83%

127,330円 3.39% 130,777円 2.71% 127,639円 135,916円 3.93%

47,622円 14.16% 39,812円 △16.40% 37,496円 △5.82%

32,978円 1.05% 38,672円 17.27% 37,496円 △3.04%

＊右側は対前年度伸率

令和５年度
当初予算

令和６年度
当初予算

令和６年度
当初賦課

令和７年度
当初予算（案）

世 帯 数

被
保
険
者
数
等

被 保 険 者 数

第2号被保険者数
（介護）

歳
入
（
一
人
当
た
り
）

保 険 料
（医療・支援・介護分）

繰 入 金

歳
出
（

一
人
当
た
り
）

保 険 給 付 費

国民健康保険事業特別会計　被保険者数等の状況

△1.95%

＊繰入金の額は、職員給与費等繰入金を除いたもので、上段は繰入金全体の額を、下段は繰入金のうち一般会計繰
入金の額を平均被保険者数で除したもの

397,047円375,026円 3.88% 404,923円 7.97%

年 度

区 分

1



広域消防事業特別会計 予算説明資料  

 

（  消  防  本  部  ） 

 

資     料     名 担当課 頁 

広域消防事業特別会計各市町負担額一覧 

消防総務課 

１ 

救急ワークステーション整備事業について ２ 

消防情報指令システム部分更新事業について ４ 

 

 



（消防総務課 予算書 375頁） 

1 

（単位：千円） 

広域消防事業特別会計 各市町負担額一覧 

１ ２市５町の負担額                     （単位：千円） 

市町名 

令和７年度 

当初予算における

負担額 

令和６年度 

当初予算における 

負担額 

負担額の増減 起債額 

小田原市 2,595,211 2,586,684 8,527 299,603 

南足柄市 645,434 662,301 ▲ 16,867 80,781 

中井町 145,474 149,349 ▲ 3,875 18,207 

大井町 282,090 286,311 ▲ 4,221 35,305 

松田町 170,173 177,265 ▲ 7,092 21,298 

山北町 153,309 158,596 ▲ 5,287 19,188 

開成町 306,960 310,912 ▲ 3,952 38,418 

合計 4,298,651 4,331,418 ▲ 32,767 512,800 

 

２ 負担額増減の主な要因 

※「歳出の増減額」は事業費ベースの比較 

 

事業名 内容 歳出の増減額 
うち本市負担増減額

（起債除く） 

給料、職員手当、共済費 
給与改定による増、 

定年延長等による退職者の減 
84,535 63,372 

救急研修・教育事業 救急ワークステーション整備事業の増 6,955 2,804 

消防施設維持管理事業 南町分署空調改修工事費等の増 50,889 4,102 

消防庁舎再整備事業 山北出張所解体工事費の減 ▲ 7,350 564 

情報通信施設整備事業 

救急ワークステーション整備事業、 

消防救急デジタル無線（共通波）整備

に係る工事負担金の増 

229,762 ▲ 6,604 

消防車両整備事業 車両更新費の減 ▲ 154,809 ▲ 456 

公債費等 償還金の減 ▲ 121,170 ▲ 52,913 



（消防総務課 予算書 379頁） 

2 

救急ワークステーション整備事業について 

 

１ 目的・事業概要 

救急救命士（救急隊）の実習拠点施設として、新病院救命救急センター内

に救急ワークステーションを整備する。また、救急需要対策としての救急隊

運用を行う。 

 

(1) 救急ワークステーション室整備（約 16 ㎡） 

  ア 指令設備及び消防無線設備等 

  イ 救急ワークステーション隊運用救急車（予備車両を整備し活用） 

(2)  運用は平日日中 

 

２ 予算額 

   62,989 千円（内訳 救急ワークステーション指令システム等） 

 

３ 整備スケジュール 

令和７年度 指令システム等設置工事 

令和８年度 運用開始 

 

４ 整備場所位置図 

 

 

 

 

 

救急ワークステーション  
（救命救急センター入口横）  



（消防総務課 予算書 379頁） 
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N 



（消防総務課 予算書 379頁） 
 

4 

消防情報指令システム部分更新事業について 

 

１ 目 的 

  令和２年４月から現在の高機能消防指令センターⅡ型となる消防情報指

令システム（以下「システム」という。）に全部更新されているが、本シス

テムの機器が耐用年数の時期を迎えることから、システムの機能を維持し長

期運用を図る。 

 

２ 事業概要 

火災や救急等の緊急通報における受付指令業務が有効に行えるように、自

動出動指令装置、地図検索装置、災害対策用監視カメラといった設備のサー

バ等の更新を実施する。部品調達に日数を要すため、２ヵ年での部分更新と

する。 

 

３ 予算額 

   総額：560,000 千円（令和７年度債務負担行為設定） 

  ・令和７年度： 0 千円、令和８年度：560,000 千円 

 

４ スケジュール 

令和７年度 令和８年度 

・本契約 

・仕様協議 

・現地調査、設計 

・機器手配、製造 

・指令センター、署所の配線設置 

・指令センター、署所の機器設置 

・結合試験 

・切替 

 



小田原地下街事業特別会計    

予算説明資料  

 

（  経 済 部  ） 

 

資     料     名 担当課 頁 

小田原地下街「ハルネ小田原」 売上額等の推移 

商業振興課 

１ 

小田原地下街設備等改修について ２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



1 

 (商業振興課 予算書 393頁) 

 

 

 

小田原地下街「ハルネ小田原」 売上額等の推移 

 

 

区分 売上額 

 

前年比 レジ客数 客単価 

令和元年度 実績 1,731,876 千円 99.7％ 1,558 千人 1,111 円 

令和２年度 実績 1,310,064 千円 75.6％ 1,137 千人 1,151 円 

令和３年度 実績 1,354,180 千円 103.3％ 1,147 千人 1,179 円 

令和４年度 実績 1,362,007 千円 100.5％ 1,100 千人 1,238 円 

令和５年度 実績 1,352,981 千円 99.3％ 1,065千人 1,270円 

令和６年度 見込 1,370,000 千円 101.2％ － － 

   

 



(商業振興課 予算書 399頁) 

2 

小田原地下街設備等改修について 

 

１ 目的・事業概要 

  小田原地下街「ハルネ小田原」は平成 26 年（2014 年）11 月の開業に際し

必要となる改修工事を実施したが、その他の設備については既存のものを引

き続き使用している。既存の設備のうち耐用年数が到来したものについて、

故障に伴う営業休止により、営業補償等につながるおそれがあることから、

令和３年度（2021 年度）に実施した設備診断の結果に基づき、優先度の高

い動力制御盤改修等を実施するものである。 

 

２ 予算額 

   51,150 千円 委託料      

 

３ 財 源 

  市債       47,100 千円 

一般会計繰入金   3,242 千円 

基金繰入金       808 千円 

 

４ スケジュール 

令和７年（2025 年）４月    仕様書作成・業者指名 

令和７年（2025 年）５月    入札等・契約締結 

令和７年（2025 年）６月以降  改修実施 



水道事業会計  予算説明資料  

 

（ 上下水道局 ） 
 

資     料     名 担当課 頁 

令和７年度水道事業業務予定量 給排水業務課 １ 

令和７年度水道主要事業箇所図 
水道整備課 

浄水管理課 
２ 

 

 



1 
 

  ９ 

 

令和７年度水道事業業務予定量 

 

１ 給水戸数 

   令和７年度末（令和８年３月 31日）における給水戸数は､79,361戸とした。 

区 分 

令和５年度（決算） 令和６年度（見込） 令和７年度（予算） 

給水戸数 
対前年度 

増減 
給水戸数 

対前年度 

増減 
給水戸数 

対前年度 

増減 

家 庭 用 71,727 58 72,689 962 73,240 551 

事 業 用 5,998 △9 6,087 89 6,115 28 

浴 場 用 0 － 0 － 0 － 

共 用 6 0 6 0 6 0 

計 77,731 49 78,782 1,051 79,361 579 

 

 

２ 年間総配水量・１日平均配水量 

   過去の年度別データや令和６年度の月別実績等から令和７年度の年間総配水量を

算出している。（有収水量については、分水も含む） 

 

令和５年度（決算） 令和６年度（見込） 令和７年度（予算） 

水量 m3 対前年度 

指数 
水量 m3 対前年度 

指数 
水量 m3 対前年度 

指数 

総 配 水 量 21,768,532 99.4% 21,746,341 99.9% 21,762,765 100.1% 

一日平均配水量 59,477 99.1% 59,579 100.2% 59,624 100.1% 

有 収 水 量 17,879,464 98.9% 17,981,559 

 
100.6% 17,902,983 99.6% 

有 収 率 82.1% 82.7% 82.3% 

 

（給排水業務課 予算書 51頁） 
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小峰配水池

小田原市役所

第一水源地

新久野配水池

飯泉取水ポンプ所

小田原市上下水道局

扇
町
水
再
生
セ
ン
タ
ー

お
だ
わ
ら
諏
訪
の
原
公
園

酒
匂
水
再
生
セ
ン
タ
ー

小
田
原
東
高
等
学
校

ア
マ
ゾ
ン
小
田
原
F
C

市
立
中
央

小田原漁港

大窪小学校

城山中学校

小田原駅

箱根板橋駅

新玉小学校

足柄駅

五百羅漢駅

泉中学校

蛍田駅

富水駅

小田原アリーナ

鴨宮駅

下府中小学校

千代小学校

風祭駅

千代中学校

栢山駅

御幸の浜プール

三の丸小学校

下曽我加圧ポンプ所

豊川小学校

久野小学校

井細田駅

白山中学校

府川公民館

１

２

１

３

３

２

４

６

２

１

４

５

５

【資料】上下水道局

令和７年度水道主要事業箇所図

配水施設整備事業

【基幹管路耐震化対策事業】

第五期拡張事業

工事名 工事内容工事場所

第二水源地改良事業
蓮正寺地内

番号

１

【建設改良費】

高田浄水場再整備事業　設計建設業務
高田地内

さく井工事 1式
(R6～R8継続事業)

(R4～R11債務負担行為)
浄水場施設 1式

補助事業

２

1

工事名 工事内容工事場所番号 補助事業

２

３ 西酒匂配水管

４ 南町配水管新設

５ 扇町五丁目配水管改良

６ 扇町三丁目配水管改良

【老朽管対策事業】

中里地内

西酒匂三丁目地内

南町三丁目地内

扇町五丁目ほか地内

扇町三丁目地内

国庫補助事業φ400㎜　L=260m

φ 50㎜　L= 60m

φ 50㎜　L= 50m

φ200㎜　L= 60m

φ100㎜　L= 20m

配水管新設改良

２

工事名 工事内容工事場所番号 補助事業

減圧弁更新

板橋地内

府川地内

板橋配水管 φ 50㎜　L= 50m

【管路付属設備更新事業】

施設改良

【老朽化施設対策事業】

１

工事名 工事内容工事場所番号 補助事業

下曽我加圧ポンプ所更新事業

２

(R6～R7継続事業)
曽我谷津地内

根府川第三水源地

更新工事 1式

中里配水管改良

【他事業工事関連】

【管路新設改良事業】

1 板橋地内板橋配水管新設 φ 50㎜　L=120m

３ 多古ほか地内多古配水管新設 φ200㎜　L=500m

４ 国府津地内国府津配水管新設 φ 50㎜　L= 90m

５

根府川第三水源地自家用発電設備更新

１

扇町四丁目ほか地内 φ250㎜　L=210m

φ100㎜　L=100m

扇町四丁目配水管改良更新

(R6～R7継続事業)

更新工事 1式

国府津駅

国府津小学校

国府津中学校

酒匂小学校

富士見小学校

酒匂中学校

下曽我駅

上府中公園

小田原球場

曽我小学校

下曽我小学校

矢作小学校

鴨宮中学校

川東タウンセンター

マロニエ

小田原市消防本部

桜井小学校

城北中学校

報徳小学校

尊徳記念館

城北タウンセンター

いずみ

富水小学校

飯田岡駅

フラワーガーデン

県立おだわら

諏訪の原公園

穴部駅

足柄小学校

小田原市立病院

芦子小学校

緑町駅

小田原城

町田小学校

山王小学校
白鷗中学校

城南中学校

早川小学校

早川駅

東海道新幹線

東富水小学校

東
海
道
本
線

国庫補助事業

江之浦配水池

江之浦漁港

根府川駅

江之浦水源地

根府川第一水源地

２ 根府川第三水源地

片浦小学校



病院事業会計  予算説明資料  

 

（ 病院管理局 ） 

 

資     料     名 担当課 頁 

新病院建設事業（令和７年度）について 病院再整備課 １ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（病院再整備課 予算書 491・499 頁） 

1 

新病院建設事業（令和７年度）について 

 

１ 新病院の建設に係る主な事業       

No 事業名 事業内容 R7 予算計上額 備考 

収益的収支 

 

１ 

 

臨時駐車場用地賃借 

 

約 200 台分 

千円 

10,851 

 

２ 患者送迎等業務 駐車場・病院間ワゴン車送迎 33,388  

３ 車両誘導業務 駐車場等交通誘導員 44,088  

４ 新食器・調理用具等購入費 食器補充、調理用具更新 0 R7～R8 債務負担 

５ 新什器・備品等購入費  0 R7～R8 債務負担 

６ 新移転引越委託料  0 R7～R8 債務負担 

７ 新開院式典等委託料 パンフレット、PR動画作成等 5,000 R7～R8 債務負担 

８ 新残置物撤去廃棄委託料  0 R7～R8 債務負担 

 計 93,327  

資本的収支 

１ 埋蔵文化財調査事業 遺物整理・報告書作成 90,000 R3～R8 継続費 

２ 建設事業 ［本体工事］ 16,288,131 R5～R7 継続費 

３ 工事監理事業 ［本体工事］設計と工事の照合 81,900 R5～R7 継続費 

４ コンストラクションマネジメント事業  工事の適正化と品質確保に係る技術的支援 21,252 R5～R7 継続費 

５ 井水処理施設整備事業 災害時の飲料水等確保 85,120 R5～R7 継続費 

６ 新旧病院解体事業 ［2期工事］RC造 7階、約 24,000 ㎡ 10,000 R7～R9 継続費 

７ 新旧病院解体工事監理事業 ［2期工事］RC造 7階、約 24,000 ㎡ 1,000 R7～R9 継続費 

８ 新立体駐車場・外構実施設計事業 ［2期工事］R造 2層 3段、約 250 台 90,000 R7～R8 継続費 

９ 開院支援事業 医療機器、什器・備品、システム、移転等 20,200 R4～R8 継続費 

10 カフェ導入事業 厨房機器、内装、家具等 10,000 R6～R8 債務負担 

11 新医療機器整備費 更新 470,000 R7～R8 債務負担 

12 機械器具購入費 増設及びがん治療機器、搬送ロボット等 2,324,000  

 計 19,491,603  

（注）病院運営に係る賃借料や委託料等の定例的な事業は除いてあります。 



下水道事業会計   予算説明資料  

 

（  上下水道局  ） 

 

資     料     名 担当課 頁 

公共下水道の普及状況等について  
給排水業務課 

下水道整備課 
１ 

令和７年度下水道主要事業箇所図 下水道整備課 ２ 

 



  1  

 

公共下水道の普及状況等について 

 

１ 整備状況 

 
令和５年度末 

実績 

令和６年度末 

見込み 

令和７年度末 

見込み 

全体計画面積  (A)      (ha) 2,888.8 2,888.8 2,888.8 

処理区域面積  (B)      (ha) 2,566.7 2,570.8 2,572.8 

整備率 (B/A)×100      (％) 88.9 89.0 89.1 

人口普及率 
(処理区域内人口/行政人口※1) 

(％) 83.6 83.7 83.8 

※1 行政人口は令和６年（2024年）３月 31日の住民基本台帳人口：186,700人 

 

２ 受益者負担金賦課状況 

 
令和６年度末 

賦課済 

令和７年度 

賦課見込み 

令和７年度末 

賦課済見込み 

賦 課 面 積 (ha) 1,992.59 3.29 1,995.88 

 

３ 水洗化普及状況 

 処理区 処理区域内戸数 
(A)      (戸) 

下水道接続戸数 
(B)      (戸) 

接続率 
(B/A)×100(％) 

令和５年度末実績 

左岸処理区 69,705 66,567 95.5 

右岸処理区 18,507 16,727 90.4 

計 88,212 83,294 94.4 

令和６年度末 

見込み 

左岸処理区 70,293 67,131 95.5 

右岸処理区 18,675 16,907 90.5 

計 88,968 84,038 94.5 

令和７年度末 

見込み 

左岸処理区 70,895 67,731 95.5 

右岸処理区 18,835 17,058 90.6 

計 89,730 84,789 94.5 

 

（給排水業務課・下水道整備課 予算書 ── 頁） 
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記　号 名　　称

市街化区域界

下水道全体計画区域界

流域下水道幹線

汚水中継ポンプ場P

【資料】上下水道局

令和７年度下水道主要事業箇所図

汚水管渠整備事業（市単独事業）

工事名等

左岸

処理区

　　市道0089ほか

左岸

左岸

右岸

汚水管渠整備事業（国庫補助事業）

工事名等

国府津地内

工 事 内 容 工事場所

左岸

処理区

千代第五号汚水幹線整備事業
矢作ほか地内

左岸

左岸 φ200mm L=35m開削前川地内

左岸

市道5022　　

国府津地内 φ200mm

工 事 内 容 工事場所

L=135m開削

前川地内 φ200mm L=75m開削

板橋地内 φ200mm L=65m開削

φ200mm L=140m開削中村原地内

曽比地内 φ200mm L=160m開削

　　市道5022

　市道5306ほか

市道1083　　

番号

１

２

３

番号

１

２

３

４

５

雨水渠整備事業（市単独事業）

工事名等

久野排水区主要な管渠

雨水渠整備事業（国庫補助事業）

工事名等 工 事 内 容 工事場所番号

ｺﾝｸﾘｰﾄ水路 L=50m開削

【管路建設費】

久野地内

工 事 内 容 

板橋地内

ｺﾝｸﾘｰﾄ水路開削

左岸

処理区

１

２

左岸

処理区 番号

１

【管路建設費】

　　市道0089ほか

左岸

別堀地内 φ200mm L=100m開削認定外道路

６

　　市道3125ほか

浜町二丁目ほか地内
大下水第一雨水幹線整備事業

φ200mm L=110m開削

ｺﾝｸﾘｰﾄ水路 L=100m開削
(R５～R７継続事業)

φ400mm L=760m推進工法
（R６～R８継続事業）　　　

工事名等

久野地内

工 事 内 容 工事場所

L=35mｺﾝｸﾘｰﾄ水路開削

　早川第二排水区主要な管渠

左岸

処理区

左岸

番号

１

凡　　　例

P

長寿命化事業（国庫補助事業）

地震対策工事

処理区

地震対策事業（国庫補助事業）

工事名等

【管路改良費】

左岸

長寿命化工事左岸

工事名等処理区

処理区

長寿命化事業（国庫補助事業）

工事名等

【ポンプ場建設改良費】

左岸

管渠更生・人孔接続部耐震化

工 事 内 容 工事場所

寿町五丁目ほか地内
φ250～1,200㎜ L=5,570m

管渠更生等
本町四丁目ほか地内

φ250㎜ L=580m

工 事 内 容 工事場所

工 事 内 容 工事場所

早川一丁目地内 改修工事１式

地震対策事業（市単独事業）

地震対策工事左岸

工事名等処理区 工 事 内 容 工事場所

本町二丁目ほか地内 布設替

受変電設備改修工事

早川中継ポンプ場

小田原市役所

小田原市上下水道局

小田原漁港

大窪小学校

城山中学校

小田原駅

箱根板橋駅

新玉小学校

足柄駅

五百羅漢駅

泉中学校

蛍田駅

富水駅

鴨宮駅

下府中小学校

千代小学校

風祭駅

千代中学校

栢山駅

御幸の浜プール

三の丸小学校

久野小学校

井細田駅

川匂ポンプ場

橘中学校

橘タウンセンター

下中小学校

前羽小学校

国府津駅

国府津小学校

国府津中学校

川東タウンセンター

小田原市消防本部

下曽我小学校

下曽我駅

矢作小学校

鴨宮中学校

富士見小学校

酒匂小学校

酒匂中学校

酒匂川流域下水道

白鷗中学校
山王小学校

小田原市下水道管理センター

早川駅

早川小学校

小田原城

城南中学校

芦子小学校

足柄小学校

小田原市立病院

白山中学校

穴部駅

富水小学校
城北タウンセンター

飯田岡駅

県立おだわら

フラワーガーデン

報徳小学校

尊徳記念館

城北中学校

桜井小学校

小田原球場

上府中公園

酒匂水再生センター

諏訪の原公園

酒匂川流域下水道

扇町水再生センター

（西部汚水調整池）

マロニエ

豊川小学校

東富水小学校

こゆるぎ

早川中継ポンプ場

南町中継ポンプ場

いずみ

東
海
道
本
線

曽我小学校

緑町駅

町田小学校

東海道新幹線

３

２

１

１

３

５

６

４

１

２

２

１

P

長寿命化工事左岸

工事名等処理区

管渠更生等

本町四丁目ほか地内 φ250㎜ L=540m

工 事 内 容 工事場所

長寿命化事業（市単独事業）

左岸
管渠更生等

鬼柳ほか地内
φ200㎜ L=200m

長寿命化工事

長寿命化工事

φ250 7箇所

P

水

小田原アリーナ


